
電磁環境技電磁環境技電磁環境技電磁環境技電磁環境技環
①活動の趣意①活動の趣意①活動 趣意

現代社会は電力 通信を始めとする多種多様な電気の利用で支えられ現代社会は電力，通信を始めとする多種多様な電気の利用で支えられ，
気 時 「高度情 信社会 ば電気文明とも言うべき時代を画し，「高度情報通信社会」と呼ばれて電気文明とも言う き時代を画し， 高度情報通信社会」と呼ばれて

いる このように電気の利用により多くを享受する 方 我々の生活いる。このように電気の利用により多くを享受する一方，我々の生活
環境は様々な電磁界で満ちあふれ その結果各種の電磁環境問題が発環境は様々な電磁界で満ちあふれ，その結果各種の電磁環境問題が発

気 信 情 各 多生し，電気，通信エレクトロニクス，情報各分野に多くの研究主題を生し，電気，通信 レクトロ クス，情報各分野に多くの研究主題を
課している 電磁環境技術委員会は この様な社会背景に鑑み設置さ課している。電磁環境技術委員会は，この様な社会背景に鑑み設置さ
れた委員会であり その目的を日常的な言葉で表現するなら 「我々れた委員会であり，その目的を日常的な言葉で表現するなら，「我々

圏 波 態 的人類の生活圏における電磁界・電磁波の状態を的確に把握し，妥当な人類の生活圏における電磁界 電磁波の状態を的確に把握し，妥当な
生活環境を実現するための方策を模索する」ということになるであろ生活環境を実現するための方策を模索する」ということになるであろ
うう。

境 学 学 欧 輸そもそも，環境電磁工学という学問・研究分野が，欧米から平行輸入そもそも，環境電磁工学という学問 研究分野が，欧米から平行輸入
する形で我が国の電気電子関連工学者のコミ ニティ に取り入れらする形で我が国の電気電子関連工学者のコミュニティーに取り入れら
れたのは1970年代後半から1980年代前半にかけてであり 以後今日にれたのは1970年代後半から1980年代前半にかけてであり，以後今日に

紀 連 者至るまでの四半世紀，関連研究者・機関で富に活発に研究されている至るまでの四半世紀，関連研究者 機関で富に活発に研究されている
のは事実である しかしながら 「環境電磁工学」と邦訳されているのは事実である。しかしながら，「環境電磁工学」と邦訳されている
本来英文表現「Electromagnetic Compatibility」には 一切「環本来英文表現「Electromagnetic Compatibility」には， 切「環
境 意味 含 ず 「境」という意味は含まれてはおらず，正確には「電磁両立性」とでも境」という意味は含まれてはおらず，正確には 電磁両立性」とでも
表現するのが正しい つまり先に示した日常的表現で「完全な」では表現するのが正しい。つまり先に示した日常的表現で「完全な」では
なく「妥当な」を強調して記述した真意はここにあり 「完全な解」なく「妥当な」を強調して記述した真意はここにあり，「完全な解」

常 難 創を得ることは非常に難しいとElectromagnetic Compatibility を創めを得ることは非常に難しいとElectromagnetic Compatibility を創め
た欧米の研究者達が認識していたであろうと推論したがゆえ いささた欧米の研究者達が認識していたであろうと推論したがゆえ，いささ
か迂遠な表現をしたのである 言い換えれば 「電磁環境技術」とはか迂遠な表現をしたのである。言い換えれば，「電磁環境技術」とは，
極 的 「極めて日本的かも知れぬが，いわゆる「落とし所(Compatibility)」極めて日本的かも知れぬが，いわゆる 落とし所(Compatibility)」
を探る技術に他ならないという点を強調したいのであるを探る技術に他ならないという点を強調したいのである。
電気電子機器を使用しない状態においても電界は存在しているだけで電気電子機器を使用しない状態においても電界は存在しているだけで

今 高度情 信社会なく，言い古されていることではあるが，今日の高度情報通信社会をなく，言い古されていることではあるが，今日の高度情報通信社会を
享受している現代人にと て 完全に電磁界 電磁波の存在しない環享受している現代人にとって，完全に電磁界・電磁波の存在しない環
境は 空気のない地球と同等とも言えるかも知れず 機器の使用を考境は，空気のない地球と同等とも言えるかも知れず，機器の使用を考

合 「 考 社会 成えた場合は「落とし所(Compatibility)」を考える以外には社会が成えた場合は 落とし所(Compatibility)」を考える以外には社会が成
り立たないとい ても過言でない だからこそ「環境電磁工学」の学り立たないといっても過言でない。だからこそ「環境電磁工学」の学
問・技術としての存在意義があり 我々人類にとって21世紀を「優し問・技術としての存在意義があり，我々人類にとって21世紀を「優し

境 紀 学 術い」環境の世紀として維持してゆくためには必要不可欠な学問・技術い」環境の世紀として維持してゆくためには必要不可欠な学問 技術
であると考えたいであると考えたい。
翻って わが国に「環境電磁工学」が輸入されて以後の四半世紀の活翻って，わが国に「環境電磁工学」が輸入されて以後の四半世紀の活

成 総 境 前 「被害者 「加害動・成果を総括するに，電磁環境の議論の前提に「被害者」と「加害動 成果を総括するに，電磁環境の議論の前提に 被害者」と 加害
者」という対立の構図が先行して存在しており 電磁界発生が即悪と者」という対立の構図が先行して存在しており，電磁界発生が即悪と
いうような捉え方がされているため Compatibilityを考えるといういうような捉え方がされているため，Compatibilityを考えるという
点 離 象 強 結点からは，かけ離れているとの印象が強い。 その結果とでもいうべ点からは，かけ離れているとの印象が強い。 その結果とでもいう
きであろうが 多くの問題 課題に対しての「対症療法」的研究が主きであろうが，多くの問題・課題に対しての「対症療法」的研究が主
流で 得られている技術的成果の多い反面 先達には申し訳ないが流で，得られている技術的成果の多い反面，先達には申し訳ないが，
学 的 薄 熟学問としての系統だった理論的展開は希薄で，まだまだ未熟であると学問としての系統だった理論的展開は希薄で，まだまだ未熟であると
いえそうである このことがこの電磁環境分野に 若手研究者の興味いえそうである。このことがこの電磁環境分野に，若手研究者の興味
を示す傾向が低い一因となっていると考えられる そこで今回環境電を示す傾向が低い 因となっていると考えられる。そこで今回環境電

術 会 策定 考磁技術委員会の中期目標策定に当たり，大それた目論見と考えつつも，磁技術委員会の中期目標策定に当たり，大それた目論見と考えつつも，
El t ti C tibilit の原点に立ち戻 て考えElectromagnetic Compatibility の原点に立ち戻って考え
1 より完成度の高い学問体系の構築を目指す とともに 2 若手研1. より完成度の高い学問体系の構築を目指す とともに，2. 若手研
者 多究者をこの分野により多く引き入れる ことを目標としてみたい。究者をこの分野により多く引き入れる ことを目標としてみたい。

③予想される効果③予想される効果③予想される効果
本委員会の活動によ て次のような効果が期待される本委員会の活動によって次のような効果が期待される．
1 高電圧 大電流などEMC関連研究分野の拡大 活性化への寄与1. 高電圧，大電流などEMC関連研究分野の拡大，活性化への寄与

電気学会及び他学会 関連委員会と 交流 活発化 寄2. 電気学会及び他学会のEMC関連委員会との交流の活発化への寄. 電気学会及び他学会 関連委員会と 交流 活発化 寄
与与

3 EMC関係技術の情報・技術の高度化 特に電磁妨害対策の向上3. EMC関係技術の情報 技術の高度化，特に電磁妨害対策の向上
寄与への寄与寄与

4 EMC関係の情報の電気学会会員ならびに 般社会への普及4. EMC関係の情報の電気学会会員ならびに一般社会への普及
5 関連国内外の新規格制定を含む 国際化対応への支援5. 関連国内外の新規格制定を含む，国際化対応への支援

④活動分野④活動分野④活 分
本技術委員会 取り扱う主な分野 次 と り あ本技術委員会の取り扱う主な分野は次のとおりである．本技術委員会の取り扱う主な分野は次のとおりである．
1 電磁妨害の発生要因(高電圧 静電気 大電流 放電 パワ1. 電磁妨害の発生要因(高電圧，静電気，大電流，放電，パワー

エレクトロニクス機器など)と対象設備エレクトロニクス機器など)と対象設備
電磁妨害 発生実態2. 電磁妨害の発生実態2. 電磁妨害の発生実態

3 EMCのための計測技術3. EMCのための計測技術
4 電磁妨害の対策技術4. 電磁妨害の対策技術

国内外 関連規格5. 国内外のEMC関連規格5. 国内外のEMC関連規格

⑤具体的な活動⑤具体的な活動⑤具体的な活動
本委員会は 次のような活動を行う予定である本委員会は，次のような活動を行う予定である．
( ) 技術委員会開催 (年 )(1) 技術委員会開催 (年4回)(1) 技術委員会開催 (年4回)
(2) 幹事会の開催 (年4回)(2) 幹事会の開催 (年4回)
(3) 調査専門委員会(3) 調査専門委員会

技術委員会技術委員会技術委員会技術委員会技術委員会術 員会
②活動の目的②活動の目的②活動 目的

電磁環境技術(以後EMCと略す)を支える三要素として 環境電磁界の電磁環境技術(以後EMCと略す)を支える三要素として，環境電磁界の
状態を明らかとするため 「計測 環境電磁界 状態を記述および状態を明らかとするための「計測」，環境電磁界の状態を記述および状態を明ら する 計測」，環境電磁界 状態を記述お
理解するための「理論」 そしてCompatibility を達成するための理解するための「理論」，そしてCompatibility を達成するための
「技術」を上げることができる「技術」を上げることができる。
これら 内「計測 は EMCを考える出発点であり 電磁界 電磁波これらの内「計測」は，EMCを考える出発点であり，電磁界・電磁波れら 内 計測」 ， を考 る出発点 あり，電磁界 電磁波
計測や観測抜きにしては物理現象を対象としているEMCの議論展開は計測や観測抜きにしては物理現象を対象としているEMCの議論展開は
あり得ない 加えて 新しい計測法 より正確な計測法 簡易な計測あり得ない。加えて，新しい計測法，より正確な計測法，簡易な計測
法等 まだまだ研究 開発 余地がありそうである 例として法等々，まだまだ研究・開発の余地がありそうである。一例として，法等 ， 研究 開発 余 ありそう ある。 例 ，
電磁波暴露による体温の上昇といった具体的な問題を考えてみても電磁波暴露による体温の上昇といった具体的な問題を考えてみても，
「単位体積あたりの電磁波吸収量を考える際の単位をいくらとするの「単位体積あたりの電磁波吸収量を考える際の単位をいくらとするの
が妥当か？ と た問題が議論されて る が実情であり これらが妥当か？」といった問題が議論されているのが実情であり，これら妥当 」 問題 議論 れ る 実情 あり， れら
の諸量をどのように計測するのかを 言い換えれば 「体内の温度分の諸量をどのように計測するのかを，言い換えれば，「体内の温度分
布をどれくらい精度よく 希望する時間・空間分解で計測するの布をどれくらい精度よく，希望する時間 空間分解で計測するの
か？ 考えねばならな と た問題がある 方 理論と う側面か？」考えねばならないといった問題がある。一方，理論という側面」考 ならな 問題 ある。 方， 論 う側面
から考えるとき マックスゥエルの方程式の数値解法により ある種から考えるとき，マックスゥエルの方程式の数値解法により，ある種
の人体モデルに対し電磁波の吸収量や温度分布を定量的に求めることの人体モデルに対し電磁波の吸収量や温度分布を定量的に求めること
ができる事は事実である しかしより精密な温度分布 推定には よができる事は事実である。しかしより精密な温度分布の推定には，よきる事 事実 ある。 り精密な温度分布 推定に ，
り精巧な人体モデルを用いる必要があり 人体モデルを構成する諸パり精巧な人体モデルを用いる必要があり，人体モデルを構成する諸パ
ラメーターを 計測により明らかにすることが求められる いわばラメ タ を，計測により明らかにすることが求められる。いわば
「計測 と「理論 は相補的とも 互 にフ ドバ クを掛け合「計測」と「理論」は相補的とも，互いにフィードバックを掛け合っ計測」 論」 相補的 も， に ィ ド ッ を掛け合
ているとも言えそうである 計測により求められた電磁界・電磁波諸ているとも言えそうである。計測により求められた電磁界・電磁波諸
量と 暴露される側の許容量を比較し電磁界・電磁波を抑制する技術量と，暴露される側の許容量を比較し電磁界 電磁波を抑制する技術
や 許容量をより高くする技術が 最後に上げた「技術 である 工や，許容量をより高くする技術が，最後に上げた「技術」である。工や，許容 を り高くする技術 ，最後に げ 技術」 ある。
学という立場からは この「技術」が一番なじみやすく 当然成果も学という立場からは，この「技術」が一番なじみやすく，当然成果も
多い 前述のように 必ずしも「Compatibility」に基づいていると多い。前述のように，必ずしも「Compatibility」に基づいていると
は言えな までも あまり好ましくな 電磁環境下でも正常に動作すは言えないまでも，あまり好ましくない電磁環境下でも正常に動作す言 な も，あ り好 くな 電磁環境下 も 常に動作す
るIC 不要電磁波を抑制したPC 電磁波を吸収する電波吸収体等々るIC，不要電磁波を抑制したPC，電磁波を吸収する電波吸収体等々，
成果の例を上げれば限りがない成果の例を上げれば限りがない。
こ 様に考えると 過剰防衛気味 「技術 が先行し 「計測 やこの様に考えると，過剰防衛気味の「技術」が先行し，「計測」や様に考 る ，過剰防衛気味 技術」 先行 ， 計測」や
「理論」が若干遅れ気味といえそうであり 互いの結びつきは電気回「理論」が若干遅れ気味といえそうであり，互いの結びつきは電気回
路で言う Weak Coupling であると結論できそうである それゆえ路で言う Weak Coupling であると結論できそうである。それゆえ，
電磁環境技術委員会では 上記 三要素がより高 水準となるよう努電磁環境技術委員会では，上記の三要素がより高い水準となるよう努電磁環境技術委員会 ， 記 要素 り高 水準 なる う努
力することは勿論 真のEMC確立を目指すため 三要素の有機的な結力することは勿論，真のEMC確立を目指すため，三要素の有機的な結
合 互いのフィードバックを配慮してゆきたい このため 電磁環境合，互いのフィ ドバックを配慮してゆきたい。このため，電磁環境
技術委員会傘下調査専門委員会間 連携はもとより 他技術委員会技術委員会傘下調査専門委員会間の連携はもとより，他技術委員会，技術委員会傘下調 専門委員会間 連携 も り，他技術委員会，
他部門の関連委員会 加えて他学会等々との連携を深めることを目標他部門の関連委員会，加えて他学会等々との連携を深めることを目標
として掲げる たとえば A部門の電磁界理論技術委員会と連携しとして掲げる。たとえば，A部門の電磁界理論技術委員会と連携し，
同委員会 成果としてもたらされるであろう 新し 数値解法を積極同委員会の成果としてもたらされるであろう，新しい数値解法を積極同委員会 成果 も ら れる あ う，新 数値解法を積極
的にEMCに取り入れることを考えている そのほかD部門にはEMCを対的にEMCに取り入れることを考えている。そのほかD部門にはEMCを対
象とする委員会があり パワーエレクトロニクスに関わるEMCが研究象とする委員会があり，パワ エレクトロニクスに関わるEMCが研究
されて る様であるから 連携を図ることによる互 利益は大きされている様であるから，連携を図ることによる互いの利益は大きいれ る様 ある ら，連携を図る に る 利益 大き
筈である 可能なら共同の研究会開催を計画して それぞれの知見を筈である。可能なら共同の研究会開催を計画して，それぞれの知見を
交換したい さらに EMCは学際的な学問・研究分野の典型的な例で交換したい。さらに，EMCは学際的な学問 研究分野の典型的な例で
あるとよく言われることから 他学会とも協力して行きた 先に上あるとよく言われることから，他学会とも協力して行きたい。先に上ある く言 れる ら，他学会 も協力 行き 。先に
げた 電磁波と生体の問題など EMCが可能とする医工連携の一例でげた，電磁波と生体の問題など，EMCが可能とする医工連携の一例で
あるある。

(4) 研究会の開催(年に１～2回程度)(4) 研究会の開催(年に１ 2回程度)
(5) 他学協会や他委員会との交流(5) 他学協会や他委員会との交流
活動範囲の発生要因 実態 計測技術 対策技術などから調査専門委活動範囲の発生要因，実態，計測技術，対策技術などから調査専門委
員会を順次設立する。員会を順次設立する。
電子情報通信学会の環境電磁工学研究専門委員会(EMCJ委員会)との研電子情報通信学会の環境電磁工学研究専門委員会(EMCJ委員会)との研情
究調査の協力など究調査の協力など。

⑥電磁 境 述委員会 成⑥電磁環境記述委員会の構成⑥電磁環境記述委員会の構成
委員長 舟木剛(阪大)委員長 舟木剛(阪大)
第1号委員 多氣昌生(首都大) 和田修己(京大) 鈴木建哉(東電)第1号委員 多氣昌生(首都大)，和田修己(京大)，鈴木建哉(東電)，

務山田勝(関電)，田辺一夫(電中研)，山崎慶太(竹中工務店)，山田勝(関電)，田辺 夫(電中研)，山崎慶太(竹中工務店)，
佐藤博 (清水建設) 水野幸男(名工大) 藤原修(名工佐藤博一(清水建設)，水野幸男(名工大) ，藤原修(名工

大)大)，
瀬戸信二(NICT) ，嶺岸茂樹(東北学院大)瀬戸信二(NICT) ，嶺岸茂樹(東北学院大)

第2号委員 徳田正満(都市大)第2号委員 徳田正満(都市大) ，都
平田晃正（名工大） 上村佳嗣（宇都宮大）平田晃正（名工大），上村佳嗣（宇都宮大）

補
⑦ 在 専

幹事 川又憲(八戸工大)，牛尾知雄(阪大) 幹事補 林優一(東北大)
⑦現在活動している調査専門委員

幹事 川又憲(八戸工大)，牛尾知雄(阪大) 幹事補 林優 (東北大)
⑦現在活動している調査専門委員
会会1 AEMC1031 スマートグリッドとＥＭＣ調査専門委員会会1. AEMC1031 スマ トグリッドとＥＭＣ調査専門委員会

放電に伴う電磁 イズ特性調査専門委員会2. AEMC1029 放電に伴う電磁ノイズ特性調査専門委員会放電に伴う電磁ノイ 特性調査専門委員会
3 AEMC1027 生体を含む電磁界解析技術調査専門委員会3. AEMC1027 生体を含む電磁界解析技術調査専門委員会
4 AEMC1025 電磁界の生体防護ガイドラインおよび適合性評価技4. AEMC1025 電磁界の生体防護ガイドラインおよび適合性評価技

術動向調査専門委員会術動向調査専門委員会術動向調査専門委員会
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